
第４回若ツナサミットアンケート結果



６．2団体の成果報告について、コメントをお願いします。

●＜enjoy spielplatz＞

・将来の自分像に想いを馳せ、意欲的に複数回事業を企画してやり遂げた姿勢が素晴らしい。

・各回、時間、人数、学年のバラつきなどあるものの「予想外」を楽しみに変えて仲間と協力しあって取組

んだことが素晴らしい。

・参加された子ども達も笑顔で終えたことを自分事として喜び、充足感として捉えられたマインドが素晴らし

い。素敵。

・事業のnegativeな面も「一歩踏み込んで関わってみてこそ初めて分かったこと」とpositiveに変換されてい

たことが素晴らしい。

＜CROSS BUILD＞

・着眼点（広島県転出超過に歯止めを！）に多いに刺激を受けたと同時に、20代の皆さんにしっかりと地域

創生に関わる事実を受け止めていただいて嬉しい。

・地域づくりのイベントをその地域に積極的に出向いて、講師の方々と接点を持ち、取り組まれたことが素

晴らしい。

・20代の世代の方から「社会人との交流を！」と投げかけていただいている点にリスペクトしている。本

来、経験や多様な捉え方ができるであろう我々世代（40~50代）から発信する必要があるのかもしれない。

フランクに素直にシンプルに核心をつかれている気がする。

・地域と繋がることについて、他世代と繋がることについて、交流によって（ワークショップなどの意見交

換によって）解決の手立ての知恵を出し合うスタイルに共感している。

●enjoy spielplatzさん、CROSS BUILD さんともに世代間をつなぐプロジェクトで今の広島の社会課題にも

合致していて素晴らしい取り組みだと思いました。特にCROSSBUILDで実施している広島で働き暮らす大人

と学生をつないでいく活動は重要だと思います。あとはせっかくの活動なのでどんどん発信をしてさらに周囲

を巻き込むムーブメントを起こしてもらいたいと思いました。

●面白い活動や意見が聞けて良かった。

●色々な視点からの意見や質問を聞けて良かったです。

●取り組みたいテーマを着実に進めている様子が伝わってきました。外部向けというより、身内向けの報告

という印象が、少し気になりました。

●報告２団体であれば、９０分でも時間は十分かなとも思いましたが、実際には、物足りなさが残りまし

た。班に分かれての話し合いも時間不足が否めません。踏み込んだ話し合いにはなっていなかったような気

がします。「つながり」実現には、次の交流なり会を継続することが必要かもしれませんね。

１０．意見交換会について、コメントをお願いします。

●6〜7人位だと深みのある議論ができる気がしました。

●若ツナの団体の方がファシリテータや発表をされていて、その取り組み方にとてもリスペクトしている。

ブレーンストーミングのルールを殊更に言わなくても、学生の皆さんの率直さ、朗らかさ、聡明さが各意見

交換の場を活発にされた要因だと感じている。

社会人同士？(笑)、もう少し上の世代同士だとうまくいかないことも多々あり、結局、なんだったんだ？と

思うこともしばしば(笑)。

いろんな人のいろんな意見、他世代だからこそ捉え方の違う側面について、想い、ご意見などを伺えて、ま

た互いに尊重しあっていた意見交換はとても満足。

また自らも省みるきっかけとなって満足。



●とても楽しい会であったが、より少ない人数でのブレイクアウトルームだとより良いと感じた。

●班に分かれての話し合いも時間不足が否めません。踏み込んだ話し合いにはなっていなかったような気が

します。「つながり」実現には、次の交流なり会を継続することが必要かもしれませんね。

●スケジュール上の時間は良かったと思いますが、話は深まらないままに終わりました。また、あのような

形の議論にする場合に、ファシリテーターの中でもう少しテーマを深めていないと時間だけがあっても難し

いかもしれないという点も少し感じました。

●時間が短くなってしまって十分お話ができなかったのが残念。意見交換会の時間はもっとあった方が良

い。

１３．若ツナサミット全体について、コメントをお願いします。

●若い人がやりたいこと、将来への期待と不安、楽しみ、やりがい、などなどいろんなことに想いを馳せ、

一つずつ仲間と共に向き合いながら、積み上げてきたことを発表する場に参加できて大変良かった。

またそれらを支える周囲の方々（マツダ財団の皆さま、アドバイザーの皆さま、先生方）のとても温かい視

点とご意見で

若い人の背中を教えていくようなサミットで素晴らしかった。

我々世代の注意すべき点ではあるが、とかく上から目線の否定的なダメ出し、指摘のような意見は１つもな

く、２チームの大切にしている目的意義をきちんと汲み取って意見交換などの交流ができたことは素晴らし

いと思う。

発表をされた学生の皆さんの晴れやかな表情が印象的で、私も嬉しくなった。

参加する機会をいただき、心より感謝申し上げたい。

●若つなサミットの意義はこれからの社会にとって必要なことと思います。財団の取り組みに期待しており

ます。

●折角大人と接触機会を得たのにその後の繋がりができていないように感じた。だからこそこのような場で

意見交換できるツナグバサミットの役割の大きさを感じた。

●最初に点呼をとるのであれば、その時間も含めてスケジュールを決めた方が良いと感じた。また、ホワイ

トボードの必要性が分からなかった。普段関わることの無い学生や社会人の方と関われたことは楽しかった

ので、この輪をさらに広めていけば更にいいものになると感じた。

●今年、ぜひ応募したいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。


